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研究ノート(2) 

絵葉書にみる昭和初期の六甲山観光 
 

富沢 かよ子 

 

 はじめに 

神戸市の背山である六甲山系は、市民に恩恵を与える一方、荒廃により市域に度重なる災害を

もたらしてきた。明治期からは大規模な治山・治水事業がなされ現在は緑の山が復活し、都市景観

を美しいものにしている。 

市街地に隣接する山々は、昭和初期には神戸の代表的観光地だった。本稿は、六甲山系の二大

観光地「六甲山」と「摩耶山」について、地形の特徴を概括したうえで、その観光資源を昭和初期

に「名所・名勝」と題して発行された絵葉書から、検討することを目的とする。 

なお、本稿では六甲山地の中でも東寄りで最高峰に近いエリアを「六甲山」、摩耶山頂を中心に

かつて天上寺のあったエリアを「摩耶山」と呼ぶものとする。 

 

１．六甲山と摩耶山 

1-1 六甲山系の地形と自然 

「ろっこうさん」の呼称については諸説あるが、大阪から見て「むこうの山」と呼ばれた山々に、

「武庫山」「六甲山」の漢字が当てられたことから、「ろっこうさん」になったという説が有力である 1）。

六甲山は特定の山の名称ではなく、東は宝塚市から西宮市、芦屋市、神戸市を東西方向に貫いて

須磨浦海岸に接する 30km 超の山系を指し、いくつもの峰があり最高峰は標高 931ｍである。こ

の山系は海の向こうの淡路島の北端に連なっていて、山稜に沿って阪神・淡路大震災を引き起こし

た野島断層を含む六甲・淡路島断層が走っている。摩耶山は標高 702 メートルで六甲山地に含ま

れる。 

地質はほとんどが花崗岩で形成されており、もろく崩れやすい。また保水力・保養力に乏しいの

で、ひとたび荒廃すると植生の回復が難しい特質がある。明治初期の六甲山は、樹木の伐採や石

材の採取により荒廃し、禿山になっていた。また六甲山系の南面を下る河川は急峻で、大雨で氾濫

を繰り返す都度、堤防を高くした結果、多くの川が天井川となった。大雨になれば水を留めることが

できない山腹斜面は崩壊し、溢れた河川と土砂が川底より低い市街地に押し寄せる。この山系に

接する神戸の市街地には、治山・治水が必要不可欠だった。 

神戸市最初の砂防堰堤は水源工事として施工された。開港後の人口急増により伝染病等が発

生し、生活環境を整備する必要から神戸市は 1893 （明治 26）年より水道事業に着手、その後

1896 年（明治 29）年に河川法、1897 年（明治 30）年に砂防法、森林法を制定し、砂防・治山

工事に着手した。1901（明治 34）年には水源域での砂防事業とあわせ、市街地への土砂災害防

止を目的として造林事業を行うことを決め、1903（明治 36）年から本格的造林事業が実施され

た。阪神大水害による被害、戦争による中断等があったが植林は平成期まで続けられ、緑の六甲山

が復活した。 

気候的には、温暖な瀬戸内海気候区に属し、10 ㎝以上の積雪日数は平年で冬期に２日程度で

ある。山頂付近は降雨量が多く、ブナ林などの落葉広葉樹林が主体となる寒冷な気候となっている。
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南麓の気候は温和で、北麓の気候は寒暖の差が大きい。 

 

1-2 六甲山系の観光開発  

1985 年に六甲山に初めて別荘を建てたのは、居留地に住んだ英国人アーサー・ヘスケス・グル

ームである。グルームの勧めで友人たちが次々に別荘を建て、山上は別荘地となった。グルームは

1903 年に日本で初めてのゴルフ場「神戸ゴルフ倶楽部」を創設、やがて日本人富裕層も訪れる

ようになった。「山で遊ぶ」という発想がなかった日本人に、ゴルフ・登山・スキーといったスポーツは

興味深かったことだろう。大正・昭和期になると交通系の企業が開発を推進し、別荘分譲地、ホテル、

貸別荘、バンガロー村やテント村が整備され、乗り物で山へ行って景色や食事を楽しむ観光スタイ

ルが定着した。こうして、外国人のレジャーに始まった六甲山は、都市に隣接したリゾート地として発

展を遂げた。 

摩耶山には、646（大化 2）年に開創された忉利天上寺（とうりてんじょうじ）が存在し、修行僧や

参拝者を集めた。そして、1925（大正 14）年に摩耶鋼索鉄道株式会社（現神戸六甲鉄道株式会

社）2）が摩耶ケーブルを開業したことで、この寺院を観光資源により多くの参拝者が集まるようにな

った。ケーブルカーを利用すれば険しい山道を歩くことなく詣でられるので、天上寺及びケーブル駅

周辺は格好の観光地になった。さらに、1955（昭和 30）年に、神戸市が摩耶山頂に遊園地とロー

プウェイを整備した 3）ことで、寺院を中心としてきた摩耶山観光に変化が生じた。しかし、1970 年

代初頭に遊園地が閉園したことに加え、1976（昭和 51）年に天上寺は焼失してしまい、摩耶山は

観光資源を失ったといえる。 

六甲山と摩耶山の観光資源（観光施設、交通機関等）の推移は表１の通りである。 

 

２．昭和初期に発行された六甲山と摩耶山の絵葉書 

六甲山と摩耶山の名所・名勝を題した当館所蔵の絵葉書には、「六甲山登山記念」（資料番号：

No.258-1～No.258-9）、「六甲名所」（資料番号：No.259-1～No.259-12）、「摩耶山名勝」

（資料番号：No.13-1～No.13-6）の代表的な 3つの資料群がある。 

いずれも発行年の記載はないが、用いられた写真は昭和初期に撮影されたことがわかる。本章

では、これらの絵葉書の掲載写真とスタンプから、昭和初期に紹介された六甲山と摩耶山の観光

資源について検証したい。 

 

2-1 「六甲山登山記念」（資料番号：No.258） 

「六甲山登山記念」と題された No.258 のシリーズには９枚の絵葉書が残されている。１枚ずつ

に異なるスタンプが押されている点は特徴的である。この絵葉書群から昭和初期の観光目的、すな

わち市民・観光客が六甲山系で楽しんだアクティビティを見てみると、景観、スポーツ、乗り物に大

別できる（表２）。 

袋には「SOUVENIR OF ROKKO」と題が印字され、各はがきに印刷されたテーマも英訳され

ている。開港以来の神戸に居留する外国人や、神戸港から訪れる外国人に向けた情報発信も意識

されたことがわかる。 
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事柄

1895 M28 グルームが三国池付近に別荘を建てる

1903 M36 グルームが神戸ゴルフ倶楽部　開設

1912 T1 阪神クラブ　開設

1925 T14 摩耶ケーブル　開業

1925 T14 六甲阪急倶楽部　開設

1928 S3 裏六甲ドライブウェイ　開通

1929 S4 六甲山ホテル（宝塚ホテル六甲山分館）　開業（～2015）

1929 S4 表六甲ドライブウェイ　開通

1929 S4 摩耶山温泉　仮営業開始（1961摩耶観光ホテルとして再営業）

1931 S6 六甲登山架空索道（ロープウェイ）　開業（～1944）

1932 S7 六甲ケーブル　開業

1932 S7 山上周遊道路　開通

1934 S9 東六甲ドライブウェイ　開通

1934 S9 六甲オリエンタルホテル　開業（～2007）

1936 S11 凌雲荘　開業（～2001）

1937 S12 六甲カンツリーハウス　開業

1938 S13 阪神大水害

1945 S20 第二次世界大戦終結

1950 S25 六甲カンツリーハウス　再開

1952 S27 神戸ゴルフ倶楽部　再開

1952 S27 新池スケート場　開設

1955 S30 摩耶ケーブル　再開

1955 S30 奥摩耶ロープウェイ　開業

1955 S30 奥摩耶遊園地　開業（～1970年代初頭）

1956 S29 表六甲ドライブウェイ　再開

1957 S32 回る十国展望台　開業（～2002）

1961 S36 摩耶観光ホテル　開業（～1967）＊～1994頃まで転活用

1961 S36 芦有道路　開通

1962 S37 裏六甲有料道路　開通

1964 S39 六甲山人工スキー場　開業

1970 S45 グランドホテル六甲スカイヴィラ　開業 （～2022）

1970 S45 神戸摩耶ロッジ（後にオテル・ド・摩耶）　開業（～2021）

1970 S45 六甲有馬ロープウェイ　開業

1976 S51 摩耶山天上寺全焼

1976 S51 六甲山牧場　一般公開

1978 S53 六甲山フィールドアスレチック（現六甲山アスレチックパークGREENIA）　開業

1981 S56 六甲ケーブル山上駅展望台「天覧台」に改称

1991 H3 布引ハーブ園　開園

1991 H3 神戸布引ロープウェイ「神戸夢風船」　開業

1995 H7 阪神・淡路大震災

1995 H7 六甲ケーブル　再開

1995 H7 六甲有馬ロープウェイ（裏六甲線、表六甲線）　再開

2001 H13 摩耶ケーブル、摩耶ロープウェイ　再開

2003 H15 六甲ガーデンテラス　開業

2010 H22 六甲ミーツアート　開始

2019 H31 六甲山サイレンスリゾート　開業

表１　六甲山・摩耶山における観光施設・交通機関の推移

年号




